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カーテンにおける装飾ドレープの視覚評価
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The Visual Sensory Evaluation for Decorative Drapability of Curtains

Motoko MIKI

Abstract

In the past studies authors have clarified the effects of composition method and drape quantity of
flared skirt, cowl neck collar and draped skirt as well as mechanical properties of cloth on silhouettes.

Authors have noticed curtain as a cloth product of a large area, and intends in this study to grasp the
ranges of mechanical properties of cloth which forms beautiful drape of a curtain.

In order to examine factors affecting the appearance beauty of a curtain, curtains were made with four
kinds of cloth with different mechanical properties, and visual sensory test was carried out.

Factor analysis using the evaluated values obtained by sensory test extracted two factors in impres-
sion forming of curtains.

A relationship of BS W3  and BP in the bias direction as mechanical quantity parameters with visual
beauty of curtain was confirmed. Change of visual evaluation by difference of sample area was also
confirmed through comparison with the evaluation result of draped skirt.
Keywods: draped skirts　 ドレープド・スカート，flared skirt　フレアースカート，cowl neck

カウルネック，mechanical properties　力学特性，silhouettes　シルエット，visual
sensory tests　視覚官能検査，factor analysis　因子分析

蠢　緒　　　　　言

　布のドレープ性とは，布が垂れ下がる時に美しい波形を形成する性能であり，この性質は優

雅な襞をあしらったデザインの衣服やカーテン等に利用されている。このようにドレープには，

カーテンに用いられる広い面積のものから，スカートそのもののドレープ，衿や袖に部分的に

使用される面積の小さい装飾的なドレープまで様々な種類がある。

　著者らはこれまでの研究において，フレアースカートの接ぎ枚数，地の目方向， および布と縫

い目の力学特性がシルエットに与える影響について明らかにし，カウル・ネックカラーやドレー
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プド・スカートのドレープ分量と布の力学特性がシルエットに与える影響についても明確にし

てきた。これらの研究において，スカートや衿飾りのドレープ形成能が布の力学特性や地の目

方向，およびドレープ分量によって影響されることがすでに明確になっている。

　本研究では面積の大きい装飾ドレープとして，家庭において日常使用されているカーテンに

着目し，視覚官能検査によってカーテンとして美しいドレープを形成する布の力学特性の範囲

をとらえ，どのような力学特性を持つ布がカーテンに適しているかを明確にし，装飾ドレープ

を用いた布製品の設計の際の基礎的資料を得る事を目的とする。

蠡　実　験　方　法

1　 試　料

　カーテンの製作に用いる試料布を選出するために，候補として15種類の試料布を選び，各試

料布に関して，KES-FBシステムにより表１に示す基本力学特性を測定した。力学特性のうち，

バイヤス方向における曲げ弾性ポテンシャル BP，およびドレープに関する曲げ長さ BS W3 の

値を図１に分布させた。これらの力学特性値データより，各力学特性値が均等に分布するよう

考慮して４種類のカーテン用試料布を選出した。４種類の試料布，試料１～試料４の諸元を表

表１　基本力学特性の計測項目

記　号 特　　性　　値 単　位

LT 引張り荷重－伸びひずみ曲線の直線性 　　　－

1. 引張り
WT 引張り仕事量 gf・cm/cm2

RT 引張りレジリエンス ％
EMT 引張りひずみ ％

2. 曲　げ
B 曲げ剛性 gf・cm2/cm
2HB ヒステリシス幅 gf・cm/cm

G せん断剛性 gf/cm・degree
3. せん断 2HG f＝0.5°におけるヒステリス幅 gf/cm

2HG5 f＝5°におけるヒステリシス幅 gf/cm

LC 圧縮荷重－圧縮ひずみ曲線の直線性 　　　－
4. 圧　縮 WC 圧縮仕事量 gf・cm/cm2

RC 圧縮レジリエンス ％

MIU 平均摩擦係数 　　　－
5. 表　面 MMD 摩擦係数の平均偏差 　　　－

SMD 表面粗さ micron

6. 厚　さ T 圧力 0.5 gf/cm2 における厚さ mm
重　さ W 単位表面積あたりの重量 mg/cm2
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図１　 BS W3 （バイヤス）と BP（バイヤス）の関係

表２　試料の諸元

試料
重さ 糸の太さ 糸密度

 
No. 素　　材 組　　織 （g/cm2） （D） 　（本／cm）

タテ ヨコ タテ ヨコ

1 ポリエステル100％ 変化朱子織，ベネシャン 0.0162 125 125 50 39

2 ポリエステル80％
綾織 0.0153 80 80 54 48ナイロン20％

3 ポリエステル100％ 変化朱子織，ベネシャン 0.0205 170 170 64 30
4 ポリエステル100％ 平織，強撚ダブルジョーゼット 0.0107 66 62 55 34

表３　ドレープに関わる試料布の力学特性値

試料 BS W3 BP

No. バイヤス タテヨコ平均 バイヤス タテヨコ平均

１ 1.233 1.271 0.0515 0.0600
２ 1.594 1.746 0.1036 0.1433
３ 1.254 1.283 0.0673 0.0796
４ 1.104 1.357 0.0318 0.0585

BP：曲げ弾性ポテンシャル＝B（2.5・2HB/2B）2/2
BS W3 ：ドレープに関する曲げ長さ　BS＝B　K＋2HB/2　K＝1

２に，ドレープに関わる力学特性値 BS W3 および BP を表３に示す。
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2 　カーテンの製作

　カーテン製作のための製図を図２に示す。仕上がり寸法は市販の掃き出し窓用カーテンサイ

ズ（幅 100 cm，丈 180 cm）とした。また，ドレープ分量は，カーテンメーカーの標準仕上が

り仕様である２倍ヒダ（幅 200 cm）とした。

　タック本数は10本とし，10 cm 間隔ごとに 10 cm のタック分量を取った。カーテン上部の縫

い代は 7.5 cm とし，裏にカーテン用の芯地を縫いつけた。また，裾の縫い代分として 12.5 cm

を裾上げし，端ミシンで留めた。

図２　カーテンの製作

3 　画像試料

　カーテン試料のフックをカーテンレールに掛けて取り付け，裾から 60 cm（丈の３分の１）

の位置で片側にドレープを寄せてタッセルで固定した。デジタルカメラを用いて各カーテン試

料の写真を撮影し，カラープリンターにより出力し，官能評価用の画像試料とした（写真１）。

なお，画像試料を用いて官能評価を行い，実物試料のイメージを再現できることについては，既

報において確認済みである（山田等2001，末久等2001）。

4 　視覚官能評価

　官能検査は「ドレープが美しい」，「カーテンとしてよい」と，これと関係していると思われ

るドレープの美しさおよびシルエットに関する形容語対を計19項目設定し，各カーテン試料に

ついて５段階尺度で評価してもらった（官能評価項目は図３参照）。被験者は20代の女性22名で

ある。



93カーテンにおける装飾ドレープの視覚評価

写真１　カーテン試料

試料１ 試料２

試料４試料３
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蠱　結果および考察

1 　官能評価プロフィール

　４種類のカーテン試料について官能評価を行った結果を，図３の官能評価プロフィールに示す。

　試料２は「ドレープが美しくない」「カーテンとして悪い」の評価が高い。ドレープ形状に関

しても「不安定」「不規則」「直線的」「角張っている」と評価されており，このことがドレープ

形成能に影響を与えたと考えられる。試料２とは反対に，試料４は「ドレープが美しい」「カー

テンとしてよい」の評価が高く，ドレープ形状に関しても「規則的」「曲線的」「なめらかな」

と評価されている。また，布の風合いに関する項目については，「軽い」「柔らかい」「薄い」の

評価が高かった。試料４は薄地で柔らかいジョーゼット生地であるが，弾力性がありスムーズ

で曲線的なドレープを形成することができることから，「カーテンとしてよい」と評価されたと

思われる。試料１と試料３はほぼ同じような評価を得ており，「ドレープが美しい」「カーテン

図３　官能評価プロフィール
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としてよい」の評価値が高い。試料１と試料３は試料４に比べて適度なハリがあり，重く，厚

みのある生地であるが，弾力性があり，「規則的」で「曲線的」なドレープを形成することが可

能であるため，カーテンに適していると評価されたと考えられる。

2 　評価項目間の単相関係数

　各項目間の単相関係数表を表４に示す。「ドレープが美しい」，「カーテンとしてよい」の項目

と他の評価項目との単相関係数および無相関の検定結果を見ると，「弾力性がある」，「安定して

いる」，「規則的である」，「曲線的」，「なめらかな」，「軽い」，「柔らかい」，「薄い」，「ごわごわ

していない」「豊かな」等の項目について有意であったことから，ドレープが美しく，カーテン

としてよいと評価される条件として以上の項目が挙げられることがわかった。

3 　因子分析

　カーテンの美しさおよびシルエットに関する基本因子を抽出するため，カーテンのイメージ

に関する19個の形容語対を変数に，各カーテン試料に対する全被験者の評価を観測回数として

因子分析を行った。バリマックス回転後の因子負荷量に注目して検討した結果，固有値1.0以上

の第１因子および第２因子が抽出された。表５に得られた各因子の因子負荷量と固有値，およ

び寄与率を示す。

　因子負荷量の絶対値の大きい形容語対に注目し，各因子が示す意味を検討した結果，第１因

子は「ドレープが美しい」「カーテンとしてよい」「安定している」「規則的」「曲線的」「なめら

かな」「豊かな」「好き」等の項目に関しての因子負荷量が大きいことから“主観的なドレープ

の美しさと規則性に関する因子”であると解釈した。第２因子は「ハリがある」「みぞが深い」

「重い」「厚い」「コシがある」等から“力学特性に基づく形態に関する因子”であると解釈した。

したがって，カーテンのイメージはこれらの２因子が基本となっているといえる。

4 　因子得点の分布

　次にこれらの２因子に対する４種類のカーテン試料の関係を検討するため，各カーテンの第

１因子および第２因子に対する因子得点を算出し，図４に位置関係を示した。

　第１因子（主観的なドレープの美しさと規則性に関する因子）に関して見ると，試料１，試

料３，試料４はプラスの領域に位置しており，反対に試料２は大きくマイナスの領域に存在し

ている。試料１，試料３，試料４はドレープが安定しており，規則的でなめらかな曲線形状を

描いており，「ドレープが美しい」「カーテンとしてよい」と評価されているのに対し，試料２

はドレープが不安定で不規則であり，直線的で角張った形状をしているため，「ドレープが美し
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表４　単相関係数
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１�００００ドレープが美しい�美しくない

１�０００００�９２８１��カーテンとしてよい�悪い

１�００００�０�０４７７�０�０１４９ハリがある�ない

１�００００�０�０７４１０�７３２９��０�７５６２��弾力性がある�ない

１�００００�０�１４５１０�５８３８���０�１０４９�０�１７３５みぞが深い�浅い

１�０００００�０７７８０�６９６６��０�１１３３０�７７７４��０�７６７３��安定している�不安定

０�８２１２���０�２８２１��０�７９１６���０�１０９６０�８２８３��０�８５８５��規則的�不規則
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�０�２０１５０�６２１７���０�４５８６��０�７００７���０�３３３７���０�３８２９��重い�軽い

�０�５２３１��０�５０４９���０�７３７６��０�４２２���０�６８９９���０�７２９０��かたい�柔らかい

�０�１２５６０�５５７３���０�４２１２��０�６１９２���０�２８８５���０�３２９３��厚い�薄い

０�５５７０���０�２８１６��０�６１５７���０�２２２９�０�６２３０��０�６６４７��ごわごわしていない�いる

０�０４０６０�５０４５���０�２０９１０�５９３８���０�０９７０�０�１２５４コシがある�ない

０�３０７３��０�５２６１��０�０１３８０�４３７４��０�１４９１０�１４６６メリハリがある�ない

０�７８８６��０�００１６０�６４８４��０�０３２７０�７４１６��０�７５４９��豊かな�貧弱な

０�７８４７���０�１８８８０�７３０４���０�０８２７０�８０４５��０�８４３１��好き�嫌い
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表５　因子分析結果

因子負荷量
形　容　語　対

第２因子第１因子

�０�０５０５４０�９２７２１ドレープが美しくない�ドレープが美しい

�０�０１７０７０�９１０５４カーテンとして悪い�カーテンとしてよい

０�７７７６０�０�０１８２５ハリがない�ハリがある

�０�１６６３２０�８２５７６弾力性がない�弾力性がある

０�７２６９９�０�１１９４１みぞが浅い�みぞが深い

０�１７９８６０�８７３９０不安定�安定している

�０�１８０３００�９１７８７不規則�規則的

�０�３３２０１０�８９０１２直線的�曲線的

�０�２９４２１０�９０７５９角張っている�なめらかな

０�８１９１９�０�３７００１軽い�重い

０�５１７８７�０�７５１６１柔らかい�かたい

０�８２３３９�０�２９９１２薄い�厚い

�０�２４１７２０�７２８８３ごわごわした�ごわごわしていない

０�８１２５８�０�０７６１９コシがない�コシがある

０�６９７６３０�１９５９１メリハリがない�メリハリがある

０�１１０８８０�８６８１３貧弱な�豊かな

�０�０９７７６０�９０８４６嫌い�好き

４�２７０８�５５３固有値

２５�１２５０�３１因子寄与率（％）

図４　因子得点の分布（第１因子と第２因子）
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くない」「カーテンとして悪い」と評価されている。

　第２因子（力学特性に基づく形態に関する因子）に関して見てみると，試料１，試料２，試

料３はプラスの領域に位置しており，反対に試料４は大きくマイナスの領域に存在している。試

料１，試料２，試料３はハリとコシがあり，重くて厚い布のイメージが強く，ドレープのみぞ

が深くてメリハリがあると評価されているのに対し，試料４はハリとコシに乏しく，軽くて薄

い布のイメージを持たれている。

　試料１および試料３と試料４は第２因子において正反対に位置するにもかかわらず，第１因

子については同じような評価を得ている。これは，カーテンの良し悪しはただ単に布地の硬さ

や厚さだけに影響を受けているのではないことを示している。そこで，布の力学特性値 BS W3

および BP と，カーテンの官能評価値との関係を考察することにした。

５　カーテンにおける BS W3 と BP の関係

　各試料布の基本力学特性から BS W3  と BP を力学量をパラメータとして設定した。これま

での研究報告において，これらのパラメータとカウルネックおよびドレープド・スカートの美

しさとの間に強い関係が存在することが確認されている（三木　2000）。そこで今回は，カーテ

ンの美しさとこれらのパラメータとの関係を検討することにした。BP は曲げ弾性ポテンシャル，

　 BS W3 はベンディングレングスに影響する曲げ剛性に関する力学量である。これらはすべて

布のバイヤス方向の地の目での値を用いている。

＊（log BP ＝弾性保有量：変形した布の保有する曲げ変形弾性エネルギー）

　図５は横軸に BP，縦軸に BS W3 をとり，４種のカーテン試料と16種のドレープド・スカー
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図５　BP と BS W3 の関係（カーテンとドレープド・スカートとの比較）



99カーテンにおける装飾ドレープの視覚評価

ト試料の，「カーテンとしてよい」（「ドレープド・スカートとしてよい」）についての評価を記

号でプロットしている。図中の記号●（カーテン）と○（ドレープド・スカート）は評価の高

い試料を，記号●×××××（カーテン）と×（ドレープド・スカート）は評価の低い試料をあらわして

いる。

　この図に示すように，カーテン試料は４枚ともドレープド・スカートの評価の良い範囲（実

線で囲んだ範囲）に含まれている。試料２はドレープド・スカートでは平均的な評価（どちら

でもない）であったが，カーテンでは「悪い」と評価されている。試料２のように硬くて弾性

に乏しい布地の場合，スカート程度の面積であれば，適度に整ったヒダを形成することが可能

であるが，カーテンのような面積の大きい試料になると，ヒダの重なりが多くなりスムーズな

曲線のドレープを形作ることが難しくなる。従って，カーテン試料では「カーテンとして悪い」

と評価されたと思われる。試料４の場合は，ドレープド・スカートでは「どちらでもない」と

いう評価を受けた力学特性値の範囲であるが，カーテンでは「良い」と評価されている。試料

４のように軽くて弾力性に富んだ布地は，ドレープド・スカート程度の面積の試料では，ヒダ

が回復しようとする力が働くため，はっきりとしたドレープを形成することが困難であるのに

対し，カーテンくらいの大きな面積試料になると，試料全体の重量が重くなり，自重によって

垂れ下がる力が大きくなる。そのためメリハリのある深いヒダができ，美しいドレープを形成

するため，「カーテンとして良い」と評価されたと考えられる。

蠶　結　　　　　語

　力学特性値の異なる試料布４種を用いてカーテンを製作し，視覚官能評価を行い，布の力学

物性とを関連づけた結果，以下の結論が得られた。

　（1）カーテンに関する基本因子が抽出され，単相関係数により美しいカーテンの条件が示さ

れた。

　（2）布の力学量パラメータとして，バイヤス方向の BS W3 ，および BP と，カーテンの視覚

的美しさとの間に関連性が確認された。

　（3）カウル・ネックやドレープド・スカートでは，評価があまり高くなかった試料において，

カーテンのような大きい面積の試料に用いることで，美しいドレープを形成し，「カーテン

としてよい」と評価される傾向がみられた。

　本研究の範囲から，カーテンの視覚的な美しさを支配する布の力学量パラメータと，それら

パラメータと官能評価値との関係を把握することができ，布の力学特性によって形態の美しい

カーテンを設計することの可能性が示された。
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　終わりに，官能検査にご協力いただいた学生諸姉に深謝いたします。

　本稿は広島女学院大学学術助成により行ったものである。
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